
研修会開催の概要等

新型コロナウイルス感染症感染拡大の
可能性に配慮し、オンデマンドによる
研修会とした。

資料３人材育成のための研修会

【成果】
・約１ヵ月間視聴可能とし、時間の縛
りなく、繰り返し視聴できることによ
る習熟度の向上を目指した。

・参加申し込み者は、371名と例年よ
り多くなった。

・これまでに参加の少なかった職種も
多く参加いただけた。

１

【課題】
・CDEJ、CDEL更新のための単位申
請は、参加状況が十分に確認できない
ため不可。

・事例検討は、参加型では行えず、講
義のみとなった。



動画を活用した効果的な啓発及び指導事例(食事）

公益社団法人三重県栄養士会

公益社団法人三重県栄養士会

からだを整えたい年代の女性へ

R2年度実施した40,50歳代女性対象のアン
ケート調査結果より

三重県栄養士会に委託して作成中

目的：野菜不足解消
・野菜をたっぷり
・バランスのとれたお弁当のレシピを募集

県民によるWeb投票でグランプリ決定

各作品PR用動画を県HPで公開

２

「時間がない」
「手間がかかる」

糖尿病の基礎知識
バランスの取れた
時短料理を紹介す
る動画作成



個人へのアプローチ

理
念
と
目
標
を
共
有

・健康づくりの気運醸成
・好事例やエビデンスに基づく取組
の横展開

103団体

知事

健康経営大賞、各種表彰 など

・企業における健康経営の取組を促進する認定制度
を創設 （R元～）

・三重とこわか健康経営大賞の表彰（R2.9）
・インセンティブとして
三重とこわか健康経営促進補助金の創設（R2.7）

県内29市町全てで取組を開始（H30～）

「第8回健康寿命をのばそう！
アワード」（生活習慣病予防分野）

厚生労働省
健康局長

優良賞
企業等へのアプローチ

事業所 県

③審査・認定

②申請

①健康経営にかかる取組の実施

保健指導 運動の奨励 受動喫煙対策

ex）

県民 全市町 協力事業所

①検診の受診やウォーキ
ング教室への参加など

特典協力店

⑤サービス
ポイントをた
めて

ゲット!!

三重とこわか
健康応援カード

③受取

（令和3年12月末）

④提示

ポイントを
ためてカード
ゲット!! （R2年度6,615枚）

②ポイントを付与

（1,117店）

（158か所）

三重とこわか健康マイレージ事業 三重とこわか健康経営カンパニー(ホワイトみえ)

三重とこわか県民健康会議（R元.９.６設置）

目的

構成

取組内容

会長

日本健康会議

各団体のリーダー及び
有識者計32名

オール三重で
健康づくりに
取り組み、
県民運動として
強力に推進

三重とこわか健康立県宣言

と

わ

特定健診・がん検診等
受診率向上に取り組みます

こころの健康づくりに
取り組みます
「輪」、「つながり」を大
切
にします

こ

か
身体(からだ)づくりのために
望ましい食習慣と運動習慣に
取り組みます

「オール三重」で健康づくりに取り組む社会環境づくり

R3.7.1

191企業

を認定

３



４健康経営認定企業の増加 働く世代の健康づくりの推進 糖尿病対策の土台の強化



三重県における男女別の歩数（H28年度）
8600歩

7700歩

6240歩
6717
歩

(歩)

全国
29位

全国
32位現

状
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標

現
状
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標

目標
350ｇ

男女とも
全国43位

三重県における平均野菜摂取量（H28年度）

三重県「県民健康・栄養調査」

（ｇ）

三重県「県民健康・栄養調査」

身体活動・運動や栄養・食生活 の指標が目標値に達していない

ウェアラブル端末等を活用した実証事業（令和2年度）

（目的）・生活習慣の「見える化」と行動変容を促す介入に
よって運動や食生活分野の生活習慣の改善

・データの収集・分析により、エビデンスを横展開

テクノロジーを活用した生活習慣病対策

スマートフォン
アプリ

大学生、企業の従業員
249名

市町・企業
等へ横展開

ウェアラブル端末

今日の歩数は目標に
届かなかったから
明日は頑張ろう

副菜には緑黄色野菜
を取り入れよう

見え
る化

運動データ
・歩数
・エネルギー消費量
・睡眠時間など

栄養データ
・栄養素の過不足
・栄養バランスなど

介入

介入
アドバイス
色の濃い野菜を

増やしてビタミンを
補いましょう

オンライン
運動イベント

Society5.0×健康づくり

データ

画像
データ

1データ分析データ収集
エビデンス

構築

データ
（令和３年度）
・県内２市でウェアラブル端末
やアプリを活用した健康づくり
事業をモデル的に実施
・データやデジタル技術を活用
した健康経営に取り組む企業を
支援

５
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◆ 健康維持のために、食習慣を改善してみようと思いますか?
42.8%

63.1%

ウェアラブル端末等を活用した実証事業 Society5.0×健康づくり

8,833 

10,26

1 
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10,000
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参加時 3カ月目

*

女性

(歩/日)

＊P <0.05 ステューデントのt検定

対象者 35名

歩数の変化 意識・行動の変化

身体活動に関する意識

対象者 133人

食事に関する意識

対象者 133人

◆ 定期的な運動をするよう改善してみようと思いますか?

59.5%

76.7%

(人)

9,519 8,618 10,587 6,930 

8,954 
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10,378 

10,239 

14,125 

5,000

10,000

15,000
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BMI25以上の対象者の体重減少群と増加群
対象者：全体 59人、男性 49人、女性 10人

◆ウオーキングラリーの開催期間を中心に、歩数の増加
が見られた。
◆ウェアラブル端末やアプリによる歩数、睡眠、体組成
等の測定とデータの見える化への満足度が高く、身体活
動や食事に関する行動変容につながった。

６



• 患者さんがCKDであることを自覚できる
（CKDを認知できる）

• 病院や薬局で薬の処方時に注意喚起さ
れ、服薬指導にも利用できる

• 医師・薬剤師・看護師・管理栄養士・保健
師との相互連携がCKDシールにより容易に
なる

• CKDシールが患者さんと医療者のコミュニ
ケーションのきっかけになる

• 病診連携のツールとしても活用できる

• 行政の健診事業での活用も期待できる

• 腎臓病療養指導士のみなさんを連携する
ツールとなる

三重県CKDシールへの期待

参考 共通で使用できるツールを共有し、啓発や指導で使用する。

CKDシールの活用

７


